
令和５年度 「ウェルビーイング指標に基づく自治体政策に関する調査研究」概要版

◼ 従来の経済成長モデルでは、必ずしも幸福度や生活の満足度をもたらさないというジレンマが明らかになる中、ＧＤＰではとらえきれない幸福度や満足度をウェルビーイングという概念で表し、その測定
などを通じて公共政策の改善に役立てていこうという試みが国内外で活発化している。

◼ わが国では、内閣府での検討や先行自治体による幸福度指標制定などの取組が進んでおり、ウェルビーイング向上は自治体の使命となっている。

◼ 本調査研究では、自治体における今後の大きな取組と考えられるウェルビーイング指標に基づく政策展開について、総合的に検討することとした。

本調査研究の意義
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◆ 序章 「ウェルビーイング指標に基づく自治体政策に関する研究」
調査研究の概要

早稲田大学政治経済学術院 教授 稲継 裕昭（委員長）

１．調査研究の背景・目的
２．調査研究の流れ
３．本調査研究報告書の概要

富山県 地方創生局 参事・ワンチームとやま推進室 市町村支援課長 滑川 哲宏


